
第３１回宮崎県会長杯ミニバスケットボール交歓大会実施要項 

 

１ 大 会 名  第３１回宮崎県会長杯ミニバスケットボール交歓大会 

２ 主   催    一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 

３ 主   管    宮崎県ミニバスケットボール連盟 

４ 後   援   株式会社大阪フォトサービス   日本教育シューズ協議会 

５ 協   力    株式会社モルテン   

６ 目   的（１） 小学生のバスケットボールの技術の向上と選手相互の親睦を図る。 

        （２） 平成２９年度の県交歓大会のシード権を決定する。 

７ 期   日    平成２９年６月１７日（土）１８日（日） 

８ 会   場    高崎総合体育館、山田体育館、山之口体育館、高城総合体育館 

９ 役      員 

（１）大 会 役 員 

   大会会長    北郷 純一郎 

   大会副会長    神戸 博明 上元 康正 佐多 裕之 山川 裕彦  

      大会役員    米田 史彦 西田 次良 金本 博 谷山 祥一 栗栖 健治 佐藤 真司 

石川 祐二 堀内 泉 宮本 俊朗 

   大会委員長    河野 光治 

   大会副委員長   兒玉 哲美 

（２）競 技 役 員 

   総務委員長    上米良 剛 

      財務委員長    福田 紀代美 

   式典委員長    外村 哲史 

   審判委員長    笠 真人 

   審判委員    橋本 大貴 児玉 晃太 

   ＴＯ委員長      川崎 健 

   ＴＯ委員        安藤 正弘 

   競技・会場委員長 浅利  敏彦 

      競技・会場委員    久木山 和愛 

   総務・競技委員    本薗 忠士 北林 順子 酒井 朋弘 堀内 幸 内山 大 岩切 勇二 安藤 美徳 

中村 彰成 岩元 真史 富永 紘光 

１０ チーム編成  コーチ１人、アシスタントコーチ１人、マネージャー１人、保護者代表２人、選手１５人以内

とする。（但し、大会１週間前までに日本バスケットボール協会への登録申請済み選手とす

る。） 

（男女混成及び１０名未満のチームは出場できない。） 

１１ 競技方法 （１）地区予選を勝ち抜いたチームによるトーナメント戦を実施する。 

（２）チームの実力により、Ａパート、Ｂパートに分け、大会を実施する。 

１２ 競技規則  ○  日本バスケットボール協会ミニバスケットボール競技規則による。 

                ただし、試合時間は次の通りとする。 

          １日目 … ５分－１分－５分－（３分）－５分－１分－５分 とする。 

          ２日目 … ６分－１分－６分－（５分）－６分－１分－６分 とする。 

※ ＴＯの際にはルールを熟知した指導者もしくは保護者が子どもたちの後方に必ず立つ。 

○ ゾーン DF は禁止とする。また、全試合、それを判定するためのコミッショナーをおく。

コミッショナーは大会役員及び審判，各チーム指導者が行う。規則はＪＢＡから出ている「マ

ンツーマンディフェンスの基準規則」に則る。 

○ 審判の配置は、県ミニ連審判部がその原案を作成し、県協会審判長の承認のもとに行う。 

○ １チームにつき１名、必ず帯同審判を出す。そのライセンスはＤ級以上、または、各ブロ

ックの日本公認推薦人がその技術を認めたＥ級とする。チームに該当者がいない場合は、そ

のチームの責任で前述のライセンス以上の帯同審判を依頼し確保する。なお、それらの帯同

審判は、チームの勝ち負けに関わらず、１７・１８日両日に審判ができる者に限る。 

１３ 使 用 球  人工皮ボールを使用する。 

１４ 経   費    参加料は１チームにつき６，０００円とする。 
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※チームの試合参加に要する経費はチーム負担とする。

１５ 参加申込  「参加申込」及び「参加料納付」については、TeamJBA のシステムより行う。

１６ 代表者会議  平成２８年６月３日（土）１９：００から宮崎市佐土原体育館会議室で行う。

 この大会要項をプリントアウトし各チーム持参すること。当日の配付はなし。チーム代表者

が必ず１名のみ参加すること。 

１７ そ の 他 

（１）大会パンフレットは作成しない。その代わりに、パンフレットのデータを出場申し込みのアドレスに返送

するので、各チームで必要な部分を印刷して使用すること。 

※ パンフレット掲載に当たり、各チームで了解を得ておくこと。

（２）参加チームはスポーツ障害保険に加入していること。選手のけがについては各チームで処理すること。万

一、事故等が起こっても、主催者側は責任を負わない。  

（３）大会の組み合わせは、代表者会議（６月３日）で決定する。

（４）会場使用については下記のことを十分に注意することとする。

○ 体育館シューズ（バスケットシューズ）と外ばきのシューズは区別すること。

○ 体育館のはしごに登る等、危ない行為は絶対にさせないこと。

○ 各会場、指定された場所のみで応援すること。なお、鳴り物は禁止とする。

○ チームで出したゴミ（弁当殻、飲み物、たばこの吸い殻など）はチームで必ず持ち帰ること。

○ 会場での火気の使用やコンセント等の無断使用は厳禁である。

○ 学校は敷地内禁煙である。

※ 上記の事項が守られない場合には、該当チームに没収試合等の厳しい処置が下される。

（５）試合中の水分補給は、ベンチ入りが認められている１８名すべて、必ずシート上の椅子に着席した状態で

行う。また、水の入ったバケツのフロアー（ベンチを含む）への持ち込みは不可。 

（６）駐車場は各チーム５台までとし駐車券を発行する。バス等・駐車券のない自動車は他の駐車場を各自・各

チームで確保すること。

（７）本大会Ａパートのベスト８のチームは、第４１回宮崎県ミニバスケットボール交歓大会のシード権を得る。 

（８）業者によるチームの写真撮影は、自分のチームの試合前に行う。

（９）開会式は行わないが、優勝旗とカップ返還及びレプリカ贈呈を前年度優勝チーム（男子：大宮、女子：Ｗ

明和）の初戦の試合前に行う。

（10）組み合わせ表の番号の若いチームが、淡色のユニホームを着用し、ベンチはＴＯに向かって右側とする。 

（11）６月１７日は駐車可能時刻を８時５０分から。フロアーでの練習可能時刻を９時３０分からとする。

６月１８日は駐車可能時刻を８時２０分から。フロアーでの練習可能時刻を９時からとする。

（12） 試合時間

１日目（６月１７日） ２日目（６月１８日） 

会 場 高崎総合体育館 山田体育館 山之口体育館 高城総合体育館 高崎総合体育館 山田体育館 

パ ー ト 女子 A 女子Ｂ 男子Ａ 男子 B A パート B パート 

コ ー ト Ａ・Ｂ Ｃ・Ｄ Ｅ・Ｆ Ｇ・Ｈ Ａ・Ｂ Ｃ・Ｄ 

第 1 試合 １０：００ １０：００ １０：００ １０：００ ９：３０ ９：３０ 

第 2 試合 １１：００ １１：００ １１：００ １１：００ １０：４０ １０：４０ 

第 3 試合 １２：００ １２：００ １２：００ １２：００ １１：５０ １１：５０ 

第 4 試合 １３：００ １３：００ １３：００ １３：００ １３：００ １３：００ 

第 5 試合 １４：００ １４：００ １４：００ １４：００ 

第 6 試合 １５：００ １５：００ １５：００ １５：００ 

閉 会 式 １４：１０ １４：１０ 

※ 試合が延びた場合、１０分後に次の試合を開始する（ただし、各チームの初戦の場合は両チームの写真撮影

から１０分後）。そのため、予定時刻が変わることがあるので、延びた試合以降の各チームは注意すること。

また、２日目は３位決定戦も行う。
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  平成２９年６月３日

宮崎県ミニバスケットボール連盟：審判部

代 表 者 会 議 資 料 

１ 第３１回県会長杯の競技規則等について 
○ ２０１３年日本バスケットボール協会ミニバスケットボール競技規則による。 

※ 「第３１回宮崎県会長杯ミニバスケットボール交歓大会実施要綱」に準ず

る。

○ 保護者の応援場所や特別なルール等については，第１試合目が始まるまでに，

会場の総務・競技担当と審判主任（副主任）が協議，決定する。チームの責任

者（指導者や保護者代表）は自己責任のもと，決定事項については自ら確認し

ておくこととする。   ※ 特別なルール … スローイン時のディフェンス１ｍ下がり等

２ 第３１回県会長杯の審判割り当てについて 
○ １日目（１７日）は、原則チーム帯同の審判でゲームの運営を行っていく。

○ ２日目の A パートは、原則、B 級及び C 級審判員で運営していく。

○ ２日目の B パートは、原則チーム帯同の審判、または、B パート初日で敗戦し

たチーム帯同の審判（開催地区近隣）でゲームの運営を行っていく。

○ 割り当ての変更や交代等は勝手に行わないようにする。意見や相談等があれ

ば，必ず審判長に連絡を行う。その後、会場の審判主任か副主任と協議する。

〇 出場チームは、審判ライセンスが D 級以上の方を帯同審判とする。チームに、

D 級以上の審判がいない場合は、各地区や知り合いなどを通して、帯同審判を確

保する。旅費、謝礼、弁当代については各チームで決める。 

〇 代表者会議で、D 級以上の帯同審判名と連絡先を記入する。 

３ 審判員の方へのお願い 
（１） 活動方針「尊重」「導く」「学び続ける」のキーワードに則りお願いします。 
（２） ベンチからアピールが来た場合は、まず、自分を振り返り、審判の動きの

四原則をさらに心がけましょう。

（３） 審判やテーブル・オフィシャルズ、相手チーム、自チームに対し、失礼な

態度で接したり、言動などがあったりした場合などはテクニカルファウルを

とる勇気ももちましょう。特に、自チームの選手に対して、「馬鹿」「アホ」

「ボケ」などの人権にかかわる暴言を言ったコーチ・アシスタントコーチに対

しては、子どもを守る観点から、テクニカルファールをとりましょう。

☆ 子どもはミスしたくて、ミスしているわけではありません。

☆ 「これまでの指導不足」と自分の責任にすることで、課題に対する解決策

を考え、指導に生かすことができます。自分にとっても子どもにとっても

Win-Win です。

☆ 「馬鹿」「アホ」「ボケ」と我が子に言われる保護者の気持ちも考えまし

ょう。

（４） 今大会の重点項目は、「悪い手の使い方」です。
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４ 第２回審判講習会（D 級新規・更新）について 
□ 場所  高崎総合体育館 
□ 日時  ８：３０～１１：００ 

講習会参加者は、６月９日(金)までに、各地区の日本公認推薦員まで

連絡をしてください。その後、各地区の日本公認推薦員は、審判長（笠）

まで連絡をください。6 月 12 日（月）締め切り 

□ 対象  指導者   ミニ連所属日本公認 B 級審判員 
講習参加者 D 級ライセンス（新規） D 級ライセンス（更新） 

意欲のある方（E 級 C 級 B 級でも参加 OK） 
※ 新規の方は、必ず各地区の日本公認推薦員の推薦を受けてください。 

□ 内容

① ８：３０～ 開講式

② ８：３５～ 講義（前半）

③ ９：３０～１１：００…１試合目観戦後・ミーティング参加

④ １１：００～ 閉講式

□ 準備物

印鑑（閉講式で、受講修了の印を押す際に必要です。）

服装は、正装でなくてもよいです。（ポロシャツ、短パンで OK。T シャツ不可） 

水分 筆記用具
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